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要   

今日，超高層ビルの外装仕上材として「カーテンウオール工法」が広く採用されている  

が，此度，香港支店が施工した地上122m，34階建ての「上環（ションワン）オフィスビル」  

で，従来行われてきたカーテンウオールと「デザイン」「構造」とも大きく異なる新しいタ  

イプのカーテンウオールを採用した．   

このカーテンウオールの採用に当り，香港では今迄実績の無い工法については全て莫大  

性能試験が義務づけられているため，日本においてその性能試験を実施した．   

カーテンウオールの設計基準は，日本と香港とでは多少の相違があり，「風圧」や「水圧」  

に関しては香港の方がより厳しく，結果的にはコスト面で日本より割高となった．   

当建物におけるカーテンウオール工法の概要及び日本との設計基準の相違点，莫大試験  

結果について述べている．  

の固定方法に「ストラクチャーシール（StructuralSili－  

cones由1）」を全面的に採用しており，外観のデザイン  

もこれまでのカーテンウオールと異にし，すっきりした  

ものが得られている．こうした形式のカーテンウオール  

はデザイン的な面から今後も広く採用されてゆくものと  

考えられる．以下その概要とその採用に当り行った性能  

試験について述べる．  

目  次  

§1．はじめに  

§2．工事概要  

§3．カーテンウオールの特徴  

§4．日本及び香港におけるカーテンウオール設計  

基準  

§5．カーテンウオールの性能試験  

§6．おわりに  

§2．エ事概要   

工事名称：上環オフィスビル新築工事  

企業先：ハンルン社  

工事場所：香港地下鉄 アイランドライン 上環駅上  

工 期：昭和61年6月2日～昭和62年10月18日  

延床面積：41，160m2  

構造規模：RC造地上34階，塔屋2階  

標準階の階高3．30m，総高122．51m  

カーテンウオール部総両横  15，000m2   

（内訳）ガラスカーテンウオール  9，500m2  

アルミパネルカーテンウオール  5，500m2  

ストラクチャーシール  延長15，000m   

用 途1F～3F 店舗，4F 機械室   

§1．はじめに  

超高層ビルの林立するここ“香港’’．そこでそれぞれに  

特異な形体を主張するビルの多様な群像 それ等のビル  

の外装は90パーセント以上カーテンウオールで占めら  

れていると言っても過言ではない．   

今回香港支店において，以前に当社で施工した香港地  

下鉄アイランドラインの終着駅「上環（ションワン）ス  

テーション」の上部に，池上122mのRC造超高層ビルを  

建設したが，この建物の外装にもやはりカーテンウオー  

ルが採用されている．このカーテンウォールには，硝子  

＊香港（支）セントラル（出）副所長  

247  



香港の超高層ビルに使用した「特殊カーテンウォール」とその性能試験  西松建設枝報VOL．11  

5F～34F 貸事務所  等水平方向の“正・負”圧力に対処している．今回，こ  

のストラクチャーシpル材は米国のDAWCORN－  

ING社製「DAW795」のシリコンを使用した．また，シ  

リコンの物性上「努断力」に弱いことから上下硝子間に  

硬度90度のネオプレン硝子ライナー※〔Fig．2－Fig．4  

参月割 を挿入し，垂直の力が直接ストラクチャーシール  

に作用しないよう設計されている．   

※NeoplaneRubberSettingBlockが正式名称で   

ある．  

§3．カーテンウオールの特徴   

3－1デザイン上の特徴   

今日まで採用されてきたカーテンウオール外観のデザ  

インは，∵般論として概ね次の四様に分類することがで  

きる．  

（1）グリッド（格子）全面硝子方式………… Fig．1伍）   

格子状の枠の中に硝子を韻めこんだスタイル．  

（2柱型強調方式  Fig．1（B）   

構造体でもある柱型を外部に表わし，その間に硝子，  

パネル等を嶺め込んだスタイル．  

（3）硝子＋腰パネル方式 …………………… Fig．1（C）   

（1）の変形で，全面硝子のかわりに腰部分にアルミ等  

のパネルを巌め込んだスタイル．  

（4）水平方向強調方式 ……………………… Fig．1（功  

マリオン（堅枠）が内部に隠れ，ガラスの固定をス   

トラクチャーシールで行ういわゆる垂直の線の出な  

いスタイル．   

以上四種類が従来採用されてきた形態と考えられる  

が，今回上環オフィスビルで採用された方法は，前記の  

いずれにも属さないものであり，新たに分類するとすれ  

圃欠のようにいえる．  

（5建直方向強調方式 ……………………… Fig．1（E）  

これはマリオン（堅枠）のみで，トランザム（横桟）  

が内部に隠れる方式．即ち（4）とは逆に水平の線を出  

さず，建物の高さを強調するスタイル．  

3－2 構造上の特徴   

当建物のカーテンウオールはFig．2に示す如く，ガラ  

ス自体をカーテンウオール本体の内側に隠されたトラン  

ザム（横桟）にストラクチャーシールで取りつけ，「風五  

枠）  

M。L  

Structure  
S11icone S  

Weather   

Structure  
JSiliconeS   

TRANSOM  

Fig．2 MULLION ＆ TRANSOM断面詳細  

（D）  （C）   

Fig，1カーテンウォールデザイントの区分  
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Structure  
Silicone Seal  

Photolカーテンウオール外観   

§4．日本及び香港におけるカーテンウオー  

ルの設計基準  

日本と香港におけるカーテンウオールの設計基準の相  

違について簡単に記す．  

4－1 風圧   

風主に関する基準の比較をTablelに示す．   

香港では超高層ビルのカーテンウオールは，今迄実績  

のない設計仕様の場合・（当現場はこれに該当する），全て  

実物の試験体による鳳至実験が義務づけられている．そ  

の場合は上記の条件より厳しくなり「15分間の正庄テス  

ト」において，次の3項目をクリヤーしなければならな  

いと規定されている．  

（1）風 圧   

負圧：一般部×1．4×1．25〔kgf／m】〕   

正庄：「腹部×1．4×1．0〔kgf／が〕  

（2）最大摸み   

上下支点間の中心（通常は階高が支点間に相当）にお   

いて階高の1／180以下または20mm以下．  

（3）応力復帰   

応力解除15分後における部材の戻りが95％以上で   

あること．  

4－2 水圧   

水圧に関する基準の比較をTable2に示す．  

4－3 地震   

地震に関する基準の比較をTable3に示す．  

4－4．層間耐火材   

層間耐火材に関する基準の比較をTable4に示す．  

4－5 適用規格   

適用される規格をTable5に示す．   

以上の如く日本と香港では設計基準に相違があるが，  

香港の基準は「鳳至」「水圧」に関して日本の基準よりも  

厳しいため，カーテンウオール自体のコストは日本より  

割高の傾向となる．   

Fig．3MULLION及びTRANSOM納まり要図  

＝ 

， 
∴l  
Fig．4 ネオプレン梢「うイナ一説日川ズ】   

249  



香港の超高層ビルに使用した「特殊カーテンウオール」とその性能試験  西松建設抜報VO」．11  

Tabrel風圧圭関する基準  Table5 適 用 規 格  

カーテン  
ウォール   〔日 本〕   〔香 港〕   

一般部分  建物高さ30m以下  建物の各高さにより下記の  

60ノ㌃k9／m号1上  如く規定されている  

建物高さ31m以上  階高（m）強度（k9fノ／ml）  

120空斥‾k詳f／m2以  0～10  122．4以上  

の強度を有するこ  11～ 30   224．4・′  

と。   31～ 50   255．0 ′′  

〔特例〕   51～100   306．0 ′′  

海岸より4km以上  101～150（※）357．0 ′ノ  

1月陸に入った場所  151～200   387．6 ′′  

では上記数値の  201～250   418．2 ′′  

0．8倍で良い。   250以上  438．6′′  

今回は（※）印に該当する．   

隅角部分  カーテンウオール   負圧力に対して  

の隅角部分（別一5   一般部の1，4倍  

の斜線部）につい  正圧力に対して  

ては、一般部の1．5   一般部の1．0倍  

倍の強度であるこ  

と．   

カーテン  
ウォール   〔日 本〕   〔香 港〕   

（1＝IS   （1）BS  

（2）JCMA   （2）AA  

規格            （3）建設省告示  （3）AISI  

（4）ASTM  

（5）ISO  

（6）JIS   

（略語説明） oJCMA（2）  

Japan Curtainwa11Manufucture Association  

OBS（1）  

British Standard  

OAA（2）  

Aluminium Associate  

OAISI（3）  

AmericanIron ＆ Steellnstitute  

OASTM（4）  

American Society for Testing＆Materials  

OISO（5）  

Internationa10rganization for Standard．  

Table2 水密に関する基準  

カーテン  
ウォール   〔日 本〕   〔香 港〕   

聞き窓部分  風rl三150k9fノmtで、  風圧200k8fJr′√m℡で毎分5鼠の  

毎分4虹の散水を  散水を10分間続けた後「有  

10分間続け′ご後  

「減水」のないこと   

朕殺し部分  風h三250k9fノ／がで、  風k300kgf′／m，で毎分5駐の  

毎分4且の散水を  散水を10分間続けた後「有  

10分間続けた後  

「湖水」のないこと   

Table3 地震に関する基準  

カーテン  
ウォール   〔＝ 本〕   〔香 港〕   

建物高30m  特主力ーテンウォ  カーテンウオールと地寅の   

以卜   ールに対する規定  関係についての規定は特に  

なし．   ない．  

（注）一般的に杏港では地震  建物高31m  一般的王地震時に   

以上   おいて卜・卜支点  に対する配慮は轟祝されて  

聞（通常階高）の  いないが，重要構造物の設  

一端を固定し，他  計については，‖本の場合  

端をピンとした畔  の1／5～1．／20什の地震荷宙  

の変位が±12mm以  

内．   

Fig．5 カーテンウォールの隅角部分図  

§5．カーテンウオールの性能試験   

前述のような設計基準に従って製作され かつ初めて  

の形式である今回の「カーテンウオール」について，そ  

の強度，性能等を確認するため，実物試験体による風王  

試験を行った．  

250   

Table4 層間耐火材に関する基準  

カーテン  
ウォール   〔【I本〕   〔南 港〕   

耐火時間  1時間耐火   2時間耐火  
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5－1試験概要  

試 験 体 昭和鋼触株式会社製アルミ合金製カーテン  

ウオpル「EXTERIOR ALUMINIUM  
CURTAIN WALL FOR MARINE  

CINEMA SITE I．L．8487 HONG  

KONC;_I 

寸   法 幅3，970mmX高さ7，550mm  

試験担当者 財団法人 建材試験センター  

試験期間 昭和61年12月10日一昭和62年2月10日  

試験場所 昭和綱髄株式会社所沢工場軌風圧試験装置  

試験項目（1）水密性試験  

（2舶風圧強度試験  

（引面内変形試験  

5－2 試験装置及び試験方法   

㈲建材試験センターの職員が昭和綱機株式会社所沢工  

場に設置してある軌風圧試験装置を用いてTabJe6に  

示す僻事で試験を行った．  

Table6 試験順序  

順 序   試 験 項 目   

水密（第1L‖＝   

2  耐風Ji三強度（静lfiを載荷）   

3  耐風圧強度（脈軌はを戟荷）   

4  水密（第2［H＝   

5  水密（範3l＝Ⅰシールカット後）   

6  面内変形   

（1）試験装置   

動風圧試験装置の機構をFig．6に示す．試験に先だ  

ち，本装置の圧力制御装置，散水装置及びデータ収録装  

置の性能を確認した圧力制御装置は圧力室内の圧力を  

2台の高圧ブロアー（加圧ブロアー及び減主ブロアー）  

によって増減することにより，圧力室内に取り付けた試  

験体に圧力を加える方式のものであり，高圧ブロアーの  

操作はプログラム発振器によって行う．また，圧力室内  

に取り付けられた散水装置によって，試験体の全面「様  Photo2 試験体外観  

人里軌風圧試験装置と層間変位試験装置・結合前の状態  人里動風「ト層間変位試験装置正面  

Fig．6 人型動風圧詔廟庖置の概要   
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に水を噴霧することができるようになっている．  

（2）水密試験   

試験体に毎分5£／m2の割合で水を噴霧しながら  

Fig．7に示す加圧プロセスに従い圧力を加え，試験体裏  

面からの漏水状況を目視によって観察した．  

（3）耐周庄強度試験（静庄を載荷）   

試験体にFig．8に示す載荷プロセスに従い，荷重を載  

荷しながら試験体各部の変位を測定するとともに異常の  

有無を観察した．  

（4）耐鳳至強度試験（脈動圧骨載荷）   

試験体にFig．9に示す載荷プロセスに従い，荷重を載  

荷しながら試験体各部の変位を測定するとともに異常の  

有無を観察した．  

（5）面内変形試験（耐震強度試験）   

仮想スラブ間にFig．10に示すプロセスに従い，層間  

変位を与え，試験体各部の変位を測定するとともに異常  

の有無を観察した．変形方向は室内側から見て左方向を  

正，右方向を負とした．  

Fig．9 耐風圧強度試験加圧プロセス（脈動庄）  

4- 

0  
（   ′  

8  

・4  12  

Fig．10 面内変形加圧プロセス  

5－3 臓果   

以上の諸試験の結果，当該カーテンウォール形式が香  

港のカーテンウオール性能基準を全て満足していること  

が確認され香港政府建築局（B．0．0．）の承認を得て本  

施工へと移行した．   

試験結果のまとめをTabre7及びTabJe8に示す．  

時間（min）  

Fig．7 水軒性試願血山プロセス  
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§6．おわりに  

この報文の中で「ストラクチャーシール」そのものに  

ついての実施工状況，材料等に関しても言及したかった  

が紙面の都合もあり次の機会にゆずることにした．   

また，この報告作成にあたり資料提供アドバイス等  

「昭和綱機㈱香港支店」安部氏，拙稿のまとめにあたり  

種々の御手旨導を「香港劫吉設計課」市川課長に賜わりま  

した．この誌上をお借りし厚く御礼申し上げます．  

参考文献  

（財団法人）建材試験センター「試験成績書」第36297号  

Photo3 脈動庄加圧状況  

験  結  果  Table7 試  

試験順序  試 験 項 目   試  験  結  果  性能仕様書による規定   

ビジョン部及び  圧力差300L9f／m■において有害な漏水のな  
圧力差300k9f′／m一におし、て有害な漏水は認められなかった  

スパンドレル部  いこと  

7水  密（第1回）  
圧力差200k9fノノm，において有害な漏水のな  

ベンチレーター部  圧力差200k，fノ■m一において有害な漏水は認められなかった  
いこと   

正庄500L8f／呵圧力除去後，負庄500k8fノm－．負√l三625L9f／m】及び圧力除去後に   止r王500k9f′ノm，及び負庄625毎f・ノ′mIにおける  

おlナる各部のたわみ及びたわみ率を以ド王示す  方立，無H及びベンチレーターフレームの  

′ごわみは2帥m以ド，部材長さの1／1鮒以卜  
部材名 5品｛晶捌除去後5乱民Ⅰ6乱良一圧力除去後    であること  

9．1∬l¶l＋－0．1m¶－10．9mm－13．3mm－0．3mm  
方立 15分後の方立，無目及びベンチレータープレ  

m  

耐風圧強度  る最人たわみに対して95％以上であること  

（静圧を加圧した場合）  C（11   
2  ′  

D（1／476）（96％）（ト423）（1／336）（96％）  
m  

風速（m／s即）＝4ノ有り扉／mり    ごエ：E（1長打（1品蒜て1・を昔て1え訂19g㌶T  
2．4m血 一0－1mt －2．7qm＋l＋■－3．4m皿 －0．1Ⅶm  例えば，625k8f′′′mtとは，風速100mノsec  

フレーム F（1．／475）（96％）（l・′423）（1／336）（97％）  

上段はたわみ．下段はたわみ率をホす  

圧力除去後におけるF段は加圧暗におけるノごわみに対する回復率を示す  

正虹500k，f／m－，負性三625k8f／mt除去後にお  
正庄500k8f／叫 負庄625k9fノノm，除よ後において残留変形は認められなかった  いて残留変形のないこと   

正江500k8fノ・／ml，負圧625k8f／m■除去後にお  
3   耐風圧強度   正庄500L8f／m，及び負Jl；625L9ト′m，を除去後，残留変形は認められなかった  

（脆勤圧を加圧した場合）  いて残留変形のないこと   

ビジョン部及び  圧力差300k9f′′m，において甘苦な漏水は認められなかっナご   圧力差300k9f／′mlにおいて有害な減水のな  

スパンドレル部  いこと  

4  水  密（第2回）  
庄力差200k9f′ノm一において有害な漏水のな  

ベンチレーター部  圧力差200L9fr／′m一においで有害な漏水は認められなかった  
いこと   

圧力差300k9f′／mtにおいて有害な漏水のな  
ビジョン部及び  
スパンドレル部   いこと  

5  水  密（第3回）  
庄力差200k，f′′■鵬＝二おいて有害な漏水のな  

ベンチレーター部  圧力差200t9f／m一においで有害な漏水は認められなかっ†ご  
いこと   

6  面  内  変  形  残留変形は認められなかった  
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